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   前田斉泰と「能楽」 
 
３ 審査結果 
   判  定（いずれかに○印）  合 格 ・ 不合格 
   授与学位（いずれかに○印）  博士（ 社会環境学・文学・法学・経済学・学術 ） 
 
４ 学位論文審査委員 
   委員長   西村  聡 
   委 員   森  雅秀 
   委 員   黒田  智 
   委 員   杉山 欣也 
   委 員   鈴木 暁世 







 本論文は，加賀藩主前田家 13 代前田斉泰（1811～1884）と能楽との関わりを，歴代藩主と
の比較によって，また斉泰自身の著作（謡本の制作を含む）の分析を通して，さらに前田家伝
来能装束の畳紙墨書の情報を活用し，明治期の絵画資料を視野に収めて，詳細に論述した労作




























































結果をまとめている。50 図の内，現在の所蔵者が知られるものは 20 点に過ぎず，残り 30 点
分を前田家伝来能装束に加えることができる上，この資料には能装束の模様だけでなく，畳紙
の墨書も転記されているため，（三）の調査を補完することもできる。畳紙の墨書に制作年代
が記された 25 点の内 13 点は，この資料によって新たに年代が判明した。さらに 2種の図巻を
比較すると，前田育徳会本は藝大本をもとに，明治期（通説は江戸後期）に，複数人で模写し
たことも明らかになった。 







で，明治 12 年 4 月の前田利嗣邸行幸能の様子を描いた錦絵「前田家繁栄之図」や 3 年後に制
作された団扇絵に弁慶姿の斉泰が描かれることの意味を考察している。この錦絵は早くから知
られ，団扇絵の方は最近注目されるようになった。前田利嗣邸行幸能の背景を探り，前田家当
主の利嗣が若年であること，前年 5月の紀尾井町事件（旧加賀藩士たちのよる大久保利通の暗
殺）の影響などを指摘して，斉泰が行幸能の実現を願い自ら舞台に立つ理由を考察している。
岩倉具視邸行幸能や華族能の流行，宝生九郎との確執や梅若実の存在など，広い視野のもとで
検討がなされ，紀尾井町事件の影響などは従来看過されてきた視点と言えるが，行幸能の実現
という「繁栄」が，そのまま肯定的に世間に受け入れられていたと見てよいのか，錦絵・団扇
絵の制作の意図は当時の新聞・雑誌の論調なども調査して，また錦絵・団扇絵自体の研究にも
目を向けて，多角的な検討が必要であると考えられる。 
 第一章から第五章までの論文本体をはさむ序章・結章には，本論文で問題として取り組み，
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解明できたことの成果や意義を，いま少し明確に提示する工夫と論述の厚みが望まれる。また
藩主が催能・演能に打ち込む理由，それに対する批判的な視線の存在などには，斉泰から距離
を置いて考察を深めてほしい。そうした課題は残るものの，調査自体が容易でない貴重な能装
束や一般に知られていない文献・絵画資料を数多く実見し，古文書類からの情報収集を中心と
する能楽史研究に新たな分野を切り拓き，そのような研究方法の採用が可能な加賀藩能楽史の
特徴を果敢に提示したことは，高く評価されてよい。審査委員一同，博士（文学）の学位の水
準に到達していることを認め，合格と判定する。 
